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平
成
四
年
度

市
長
表
彰
者
決
ま
る

　

平
成
四
年
度
の
市
長
表
彰
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
受
賞

者
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市
政
や
教
育
文
化
、
福
祉
な
ど

の
充
実
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
市
民
の
中
か
ら
、
特
に
顕

著
と
認
め
ら
れ
た
方
々
で
す
。
表
彰
は
、
十
一
月
I
二
日
の

　

「
文
化
の
日
」
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

自治振興功労

庸淵重孝さん

（60歳・西勝原）

村元賢二さん

（65歳・西市）

影路昭治さん
（55歳・高砂町）

長年にわたり、区長として行政

連絡事務を誠実に遂行するとと

もに、地域住民の多様な要望を

処理し、地域住民の福祉向上に

大きく貢献。

西川長－さん
（70歳・泉町）

市監査委員として、十二年にわ

たり監査に努められ、行政の公

正な運営に寄与。

産業振興功労

上
若
生
子
生
産
森
林
組
合
長
を
長

年
努
め
、
組
織
の
育
成
と
人
工
林

の
規
模
拡
大
を
推
進
。

石田善徳さん
（74歳・篠座町）

町
部
の
用
水
組
合
役
員
と
し
て
、

長
年
わ
た
り
農
業
用
水
、
生
活
用

水
の
保
全
と
確
保
に
尽
力
。 松山賢一さん

（78歳・篠座町）

興所長との年

発議に展貝わ

にをた大務り

きめ｀く｀大

貢商野献工商

゜業工

　

の会

　

振議

松田修三さん
（63歳・要町）

賓寄菊右工門さん
（58歳・日吉町）

黒原孝雄さん
（59歳・元町）



社会事業功労

山田正一さん

（66歳・五条方）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
長
年
に

わ
た
っ
て
務
め
、
自
発
的
に
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
。

高田千代治さん

　

（85歳・元町）

社
会
福
祉
法
人
・
光
明
寺
福
祉
会

設
立
当
初
か
ら
役
員
と
し
て
、
意

欲
的
に
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献
。

教育文化功労

安間敏昭さん

（57歳・月美町）

鳥山房男さん

（51歳・有明町）

学
校
医
と
し
て
こ
十
年
以
上
に
わ

た
り
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
と

指
導
に
尽
力
。

酒井正さん

　

（78歳・本町）

二
十
五
年
以
上
に
わ
た
り
、
学
校

薬
剤
師
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康

管
理
と
保
健
活
動
に
貢
献
。

杉本敏憲さん

　

（55歳・木本）

長
年
に
わ
た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
普
及
と
指
導
に
努
め
、
学

校
・
社
会
体
育
に
貢
献
。

安川昭一さん

　

（50歳・下舌）

小
山
地
区
体
育
協
会
、
市
体
育
協

会
の
役
員
を
長
年
に
わ
た
っ
て
務

め
、
社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
。

廣瀬たかをさん

　

（68歳・新町）

二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、
下
庄

地
区
、
市
連
合
婦
人
会
の
要
職
に

就
き
、
婦
人
会
の
発
展
に
寄
与
。

社会福祉功労

松田みや子さん

　

（51歳・元町）

昭
和
四
十
九
年
か
ら
、
年
末
に
希

望
園
の
女
子
入
所
者
の
パ
ー
マ
奉

仕
活
動
を
継
続
。

交通安全功労

蹄山栄二さん

　

（60歳・蕨生）

長
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員
と

し
て
市
民
の
事
故
防
止
に
努
め
、

交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
尽
力
。

消防功労

長
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し

て
幾
多
の
災
害
活
動
に
率
先
し
て

出
動
。
住
民
の
安
全
と
被
害
の
軽

減
に
努
め
、
消
防
使
命
の
達
成
に

大
き
く
貢
献
。

笹川力松さん

（59歳・春日1）

桑森親－さん

（59歳・日吉町）

正津正一さん

（58歳・中挟1）

石塚重夫さん

　

（58歳・中挟2）

竹内明さん

　

（58歳・菖蒲池）

松田清一さん

　

（60歳・土打）

本多義柴さん

　

（59歳・東山）



公表しまず

市職員などの給与

　

市職員などの給与は、地方自治法および地

方公務員法の規定に基づき、市の条例で定め

られています。平成三年度に支給された市長

など市三役・市議会議員・市職員の給料や手

当などが、どうなっているかを公表します。

みなさんの目でお確かめください。

●人件費の状況
（平成3年度普通会計決算）

人口（H4．3．31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（A／B） 平成2年度人件費率

41，622人 130億308万円 26億8，208万円 20．6％ 18．7％

●職員給与費の内訳

　

（平成4年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

●職員の平均給料月額と

　

平均年齢（H4．4．im勧

平均年齢

　

38．8歳

　

48．0歳

平均給料月額

27万5J28円

25万5，164円

国

平均年齢

　

39．4歳

　

44．9歳

平均給料月額

28万764円

25万1，309円

大
野
市

※上段の数字は一般行政職、下段は業務職を

　

示します。



●市職員の給料公表

●職員手当の状況（3年度の支給割合）

（1）期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月分

12月分

3月分　

計

　1．6ヵ月　

2．1ヵ月

0．55ヵ月

4．25ヵ月

0．6ヵ月

0．6ヵ月　

－

1．2ヵ月

　2．2ヵ月　

2．7ヵ月

0．55ヵ月

5．45ヵ月

※職制土の段階、職務の級による加算措置が

　

あります。

（2）退職手当

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

最高支給限度額

勤続20年

勤続25年

勤続35年

　60．0ヵ月　

21．0ヵ月

33．75ヵ月　

47．5ヵ月

　62．7ヵ月

28．875ヵ月　

44．55ヵ月　

62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 2，210万5，745円

※1人当たり平均支給額は、3年度に退職し

　

た令職種の職員に支給された平均額です。

…一般行政職の級別職員数（H4よ1現勧

職員数

231人

●時間外勤務手当の状況（平成3年度）

支給総額 6，329万3，506円

職員1人当たりの平均支給年額 19万4，152円

※支給対象職員326人

…一般行政職職員の経験年数別・学歴別

　

平均給料月額（平成4年4J11日）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●特別職の報酬等の状況（H4．4．1現在）

区分 給料月額

市長

幼役

収入役

80万円

67万円

59万円

区分 報酬月額

議長

副議長

議貝

38万円

33万円

31万円

期末手当（3年度支給割合）

　　6月期1．6ヵ月分

）12月期2．1゛月分　　

3月期0．55ヵ月分　　

計4．25ヵ月分

●特殊勤務手当の状況（平成3年度）

職員全体に占める手当支給職員の割合 －剛
支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万1，761円

手当の種類 20種類

※多くの職員に支給されている主な手当

①自動車運転手当②保育業務手当③清掃業務手当

④税務事務手当⑤公民館業務手当



白
芯
ぶ

回
段
勁
弓
0
涸
一
亜
一
回
圓

　
　

＠
8
泥
愈
り
9
？

労
働
時
間
を
減
ら
し

　
　

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

　

平
成
五
年
一
月
か
ら
、
市
役
所

は
週
休
二
日
制
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
国
は
戦
後
、
飛
躍
的
な
発

展
を
遂
げ
ま
し
が
、
残
念
な
が
ら

欧
米
主
要
国
と
比
較
し
て
労
働
時

間
が
突
出
し
て
お
り
、
ゆ
と
り
あ

る
国
民
生
活
の
面
で
は
、
大
き
く

立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
国

民
に
呼
び
か
け
、
今
年
の
五
月
か

ら
公
務
員
の
週
休
二
日
制
を
導
入
。

こ
れ
に
続
い
て
、
県
が
八
月
か
ら
、

福
井
市
も
九
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
市
町
村
も

来
年
一
月
に
実
施
の
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
週
休
二
日
制
導
入
委

員
会
を
設
置
し
て
、
導
入
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
慎
重
に

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

業
務
内
容
や
施
設
の
目
的
に
沿
っ

た
導
入
方
法
が
、
下
表
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
施
設

で
は
休
館
日
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
民
課
窓
口
業
務

　

金
曜
日
は
午
後
七
時
ま
で

　

市
民
課
窓
口
業
務
の
う
ち
、
印

鑑
証
明
、
住
民
票
、
居
住
証
明
は

当
分
の
間
、
金
曜
日
だ
け
午
後
七

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
て

も
、
出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
の
受

け
付
け
や
火
葬
許
可
事
務
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
市
役
所
の
当
直

窓
口
で
行
い
ま
す
。

週休二日制の導入に伴い、休
日（休館日）が一部変更にな

る施設

施設名 現行 改正後

農村婦人の家

農業者健康管理センター

ふるさと自然の家

公民館

勤労青少年ホーム

勤労者体育センター

第
2
・
4
土
曜
日

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

水
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

第
1
・
3
日
曜
日
及
び
そ
の
前
日

職業訓練センター

月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
、
年
末
年
始

月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
、
第
3
日
曜

日
、
年
末
年
始

土曜日を休む施設

本庁全部局、保健センター、ごみ焼却場、

衛生処理場

従来どおり業務を行う施設

【保健・福祉】

休日急患診療所、葬斎場（1月1日休業）

保育園言語治療教室、児童センター、老

人福祉センター

【農林・商工・観光】

林業振興センター、宝慶寺いこいの森、

産業文化展示館、勤労者体育施設サンスポ

ーツランド、麻那姫湖青少年旅行村

【学校教育】

幼稚園、小学校、中学校

【社会教育】

図書館、視聴覚ライブラリー、郷土歴史

館、歴史民俗資料館、越前大野城

【体育】

エキサイト広場総合体育施設、B＆G海

洋センター

【その他】

市民会館、多田記念大野有終会館



ご
利
用
く
だ
さ
い

勤
労
者
生
活
安
定
資
金

　

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
は
大
野

市
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者
を
対
象

に
し
た
、
低
利
率
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
融
資
制
度
で
す
。

　

市
は
、
当
初
予
算
で
預
託
金
八

千
万
円
（
貸
付
金
枠
一
億
九
千
こ

百
万
円
）
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
九
月
補

正
予
算
で
、
更
に
こ
千
万
円
を
補

正
し
ま
し
た
。

　

融
資
最
高
限
度
額
は
、
百
五
十

万
円
で
、
用
途
は
特
に
問
い
ま
せ

ん
。
償
還
方
法
は
、
左
表
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
福
井
県
労
働

　

金
庫
大
野
支
店
（
陽
明
町
4
－

　

7
1
0
容
6
6
・
2
3
9
8
）

〈償還モデル表〉

3年以内（年利4．5％）
3年を超えて5年以内　　　　

（年利5．2％）

1年 回数 2年 回数 3年 回数 4年 回数 5年 回数

月

賦

100，000 8，600 12 4，400 24 3，100 35 2，400 48 2，000 59

200，000 17，100 12 8，800 24 6，200 35 4，700 48 3．900 59

300，000 25，700 12 13．100 24 9，200 35 7，000 48 5，800 59

500，000 42，700 12 21．900 24 15，300 35 11，600 48 9，700 59

750，000 64，100 12 32，800 24 23，000 35 17．400 48 14．500 59

1，000，000 85，400 12 43．700 24 30，600 35 23，200 48 19，300 59

1，500．000 128，100 12 65，500 24 45．900 35 34，700 48 28．900 59

半

年

賦

100，000 51，700 2 26，500 4 21，400 5 14，100 8 12，700 9

200，000 103，400 2 52，900 4 42，800 5 28，100 8 25，300 9

300，000 155，100 2 79，300 4 64．200 5 42，100 8 37，900 9

500，000 258，500 2 132．200 4 106，900 5 70，100 8 63，100 9

750，000 387，800 2 198，200 4 160，300 5 105，100 8 94，600 9

エキサイティング

情報

エキサイト広場総合体育施設

マナーを守って

　　　　

楽しく、気持ちよく

唾レ畿篤戮US

　

最
近
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
を
利

用
す
る
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
入
り
口
な
ど

に
は
、
使
用
上
の
注
意
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
確
認
し
、
次

の
事
項
を
守
っ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

①
利
用
す
る
人
は
、
必
ず
受
付
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
の
見
学

　

は
お
断
り
し
ま
す
。

②
必
ず
内
履
き
を
持
参
し
て
着
用

　

し
て
く
だ
さ
い
。
外
履
き
で
の

　

入
場
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
中

　

学
生
以
下
や
子
供
連
れ
で
の
入

　

室
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
喫
煙
・
飲
食
は
、
決
め
ら
れ
た

　

場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。
特
に

　

講
師
控
室
で
は
厳
禁
で
す
か
ら
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑤
予
約
後
、
都
合
で
利
用
さ
れ
な

　

い
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く

　

だ
さ
い
。

奥
越
マ
ラ
ソ
ン
大
野
大
会

　

市
民
の
成
績
（
6
位
以
内
）

　

【
2
0
％
一
般
男
子
】
④
前
田
宏
之

（
木
本
）
【
1
0
詣
一
般
男
子
】
箇
》
イ

ン
ー
ス
ワ
ー
ル
（
陽
明
4
）
④
横
井

一
博
（
阿
難
祖
）
⑤
野
尻
慎
介
（
横

枕
）
【
5
％
3
0
歳
以
上
男
子
】
②

朝
日
正
幸
（
美
川
町
）
【
3
キ
ロ
3
0

歳
以
上
女
子
】
⑥
浮
田
と
し
子

（
東
中
）
【
3
％
中
学
女
子
】
③
脇

本
優
美
（
陽
明
中
）
④
太
田
し
の
ぶ

（
陽
明
中
）
⑤
木
村
亜
紀
子
（
陽
明

中
）
⑥
堀
江
香
奈
子
（
陽
明
中
）

　

【
3
％
中
学
男
子
】
②
石
田
大

（
陽
明
中
）
⑧
山
岸
睦
（
陽
明
中
）
⑥

松
田
良
太
（
尚
徳
中
）
【
2
％
小
学

女
子
】
④
大
倉
寛
子
（
有
終
束
）
⑧

上
坂
裕
子
（
有
終
東
）
【
2
々
。
小
学

男
子
】
③
清
水
栄
規
（
有
終
西
）
④

加
藤
邦
裕
（
阪
谷
）
【
2
ち
親
子
】

④
旭
政
則
・
義
則
（
蕨
生
）
⑥
尾
嶋

義
∵
隼
斗
（
佐
開
）
面
松
田
邦
男
・

耕
輔
（
森
目
）

・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
H
月
1
0
・
1
2
・
1
7
・
1
9
・
2
6
日
、

　

1
2
月
I
・
3
・
8
日
の
8
回
午
後

　

7
時
か
ら
9
時

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
3
0
人

参
加
料
1
0
0
円
（
保
険
）

準
備
物
内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

参
加
料
を
添
え
て
B
＆
G
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
へ



自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て

無
理
の
か
か
ら
な
い
運
動
を

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
た

め
の
適
度
な
運
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
自
分

の
体
カ
に
合
っ
た
運
動
で
な
い
と
、
逆
に
障
害
が
起
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
大
野
市
医
師
会
の
整
形
外
科

の
先
生
に
、
適
当
な
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
っ
て
み
ま
し

た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
動
に
は
、
筋
力
（
筋
、
骨
、

関
節
が
関
係
す
る
）
、
調
整
力

　

（
神
経
、
ホ
ル
モ
ン
が
関
係
す
る
）
、

持
久
力
（
呼
吸
、
循
環
が
関
係
す

る
）
な
ど
が
関
与
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
要
素
は
、
運
動
の
種
類
に
よ
っ

て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
運
動
す
る

人
の
年
齢
、
性
別
、
健
康
状
態
、

体
力
水
準
、
運
動
歴
な
ど
で
体
へ

の
影
響
度
も
違
っ
て
き
ま
す
。

運
動
す
る
た
め
の
条
件
は

　
　
　

安
全
．
効
果
的
・
強
さ

　

人
間
の
成
長
期
で
は
、
傷
つ
き

や
す
い
関
節
軟
骨
、
成
長
軽
骨
が

過
度
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
で
障

害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
管
理
と
指
導
上
の
注
意
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
高
年
者
で
は
、
体
の
諸
臓
器

の
機
能
低
下
が
生
じ
ま
す
。
特
に

骨
、
関
節
の
老
化
を
生
じ
て
い
る

た
め
、
不
適
切
な
運
動
で
障
害
が

起
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
健
康
の
た
め
の
運
動
は
、

そ
れ
な
り
の
や
り
方
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
第
一
に
安
全
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
大

切
な
条
件
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
運
動
の
強
さ
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

始
め
は
軽
い
運
動
か
ら

　

徐
々
に
強
く
し
て
い
く

　

日
常
生
活
に
お
け
る
運
動
の
強

さ
は
、
そ
の
人
の
最
大
能
力
の
三

〇
％
程
度
と
い
わ
れ
、
健
康
運
動

で
は
四
〇
％
か
ら
七
〇
％
が
適
当

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
面
で
は

あ
ま
り
息
を
は
ず
ま
せ
る
こ
と
な

く
、
人
と
話
し
な
が
ら
続
け
ら
れ

る
運
動
の
こ
と
で
す
。

　

軽
い
運
動
が
体
に
よ
い
か
ら
と

い
っ
て
、
強
い
運
動
は
も
っ
と
よ

い
は
ず
だ
と
、
思
い
違
い
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
や
っ
て
い
て
気
分

が
よ
く
て
も
、
限
界
ま
で
が
ん
ば
っ

て
運
動
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も

よ
い
結
果
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
軽
い
運
動
か
ら
始
め
。

一
、
二
週
間
続
け
て
も
支
障
が
な

け
れ
ば
、
徐
々
に
運
動
の
強
さ
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

ま
た
、
長
く
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
健
康
維
持
能
力
が
向
上
し
、
高

脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
肥
満
な
ど

の
成
人
病
予
防
や
改
善
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

専
門
家
の
指
導
で

　

自
分
に
合
っ
た
運
動
を

　

安
全
で
効
果
的
な
運
動
を
始
め

る
前
に
、
自
分
の
健
康
状
態
や
体

力
水
準
な
ど
を
、
臨
床
医
学
、
ス

ポ
ー
ツ
医
学
の
立
場
か
ら
判
断
し

て
も
ら
う
と
安
心
で
す
。
自
分
に

合
っ
た
運
動
の
種
類
や
や
り
方
の

指
導
を
受
け
て
、
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
運
動
を
長
く
続
け
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。



消費者マーク、どういう意味かな？

商品を選ぶときの

大事な手がかりです

　

私
た
ち
消
費
者
の
周
り
に
は
、
複
雑
な
生
産
工
程
で
作

ら
れ
た
商
品
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て
多
数
出
回
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
が
信
頼
で
き
る
も
の
な
の
か
、
見

分
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
商
品

に
は
、
品
質
を
保
証
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ー
ク
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
ー
ク
の
意
味
を
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

Q
マ
ー
ク
外
観
、
寸
法
、
性
能

加
工
処
理
剤
、
表
示
の
総
合
的
な

検
査
に
合
格
し
た
一
定
水
準
以
上

の
繊
維
製
品
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

（
外
衣
・
中
衣
・
下
着
・
力
－
テ

ン
・
そ
の
他
）

S
マ
ー
ク
特
定
の
商
品
に
対
し

国
の
安
全
基
準
に
適
合
し
た
も
の

だ
け
に
付
け
ら
れ
ま
す
。
（
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
野
球
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
ー
ロ
上
ブ
ー

ス
ゲ
ー
ト
・
登
山
用
ロ
ー
プ
・
家

庭
用
圧
力
な
べ
・
圧
力
が
ま
）

S
G
マ
ー
ク
製
品
安
全
協
会
が

国
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
安
全

基
準
に
合
格
し
た
製
品
に
表
示
さ

れ
ま
す
。
欠
陥
に
よ
り
事
故
が
起

き
た
場
合
、
損
害
賠
償
が
あ
り
ま

す
。
（
乳
幼
児
用
製
品
・
ス
ポ
ー

ツ
レ
ジ
ャ
ー
商
品
な
ど
七
十
五
品

目
が
対
象
）

電
気
用
品
マ
ー
ク
国
で
決
め
ら

れ
た
検
査
に
合
格
し
、
技
術
基
準

に
適
合
し
た
電
気
製
品
だ
け
に
付

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
の
な

い
電
気
製
品
は
、
販
売
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
ア
イ
ロ
ン
・
照

明
器
具
・
電
気
炊
飯
器
・
ト
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
電
気
製
品
）

L
P
ガ
ス
器
具
マ
ー
ク
ガ
ス
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
検
査
に

合
格
し
た
ガ
ス
器
具
に
付
け
ら
れ

ま
す
。
（
L
P
ガ
ス
器
具
で
調
整

器
や
液
化
石
油
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど

十
一
品
目
）

S
F
マ
ー
ク
日
本
煙
火
協
会
で

は
、
火
薬
類
取
締
法
に
よ
る
基
準

の
他
に
自
主
基
準
を
設
け
て
お
り

こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
に
付
け
ら

れ
ま
す
。
（
が
ん
具
と
し
て
用
い

ら
れ
る
煙
火
全
種
）

家
庭
用
計
量
器
マ
ー
ク
家
庭
用

計
量
器
は
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
た
も
の

に
付
け
ら
れ
ま
す
。
（
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
・
調
理
用
は
か
り
・
乳
幼
児

用
体
重
計
な
ど
六
種
類
）

J
H
P
マ
ー
ク
食
べ
物
を
の
せ

た
り
、
パ
ッ
ク
し
た
り
す
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
自
主
基
準
を
設

け
、
合
格
し
た
商
品
に
付
け
ら
れ

ま
す
。
（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
で
で
き

た
食
品
容
器
）

P
L
マ
ー
ク
J
H
P
マ
ー
ク
と

同
様
の
マ
ー
ク
。
（
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
で

き
て
い
る
食
品
向
け
食
器
、
容
器
）

SGマーク Sマーク Qマーク

SFマーク LPガス器具マーク

　　　　

－電気用品マーク

PLマーク JHPマーク 家庭用計量器マーク



l
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

オーイ待ってよ～！？

＜るー・泄登場 和太鼓

「祥雲」

雄
大
な
自
然
を
太
鼓
で
表
現

　

富
田
公
民
館
併
設
の
農
業
者
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
毎
週

土
曜
日
、
豪
快
な
太
鼓
の
音
が
響

き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
練
習
し
て

い
る
の
は
、
和
太
鼓
「
祥
雲
」
の

み
な
さ
ん
で
す
。

　

三
年
前
、
富
田
公
民
館
の
文
化

講
座
で
和
太
鼓
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
講
座
生
か
そ
の
ま
ま
メ

ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

大
人
が
七
人
と
子
供
は
保
育
園
児

か
ら
中
学
生
ま
で
二
十
九
人
い
ま

す
。
大
人
は
土
曜
日
の
午
後
、
子

供
は
水
曜
日
の
夜
、
月
に
一
回
合

同
練
習
も
行
い
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
の
は

毎
年
開
か
れ
る
「
富
田
地
区
夏
ま

つ
り
」
で
す
。
今
年
の
夏
に
は
、

六
呂
師
で
開
か
れ
た
緑
の
少
年
団

全
国
大
会
で
も
、
華
麗
な
ば
ち
さ

ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

団
員
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

の
は
、
山
内
廣
志
さ
ん
（
3
9
歳
・

日
吉
町
）
で
す
。
十
七
歳
か
ら
太

鼓
を
始
め
た
山
内
さ
ん
は
「
大
野

の
雄
大
な
山
や
川
を
太
鼓
で
表
現

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
形
に
捕

ら
わ
れ
な
い
で
、
創
作
め
い
た
も

の
を
取
り
入
れ
、
変
わ
っ

た
太
鼓
も
使
っ
て
み
た
い

で
す
ね
」
と
熱
っ
ぽ
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

富
田
公
民
館
職
員
で
、

中
心
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

松
田
孝
男
さ
ん
（
2
0
歳
●

森
目
）
は
「
太
鼓
は
高
校

時
代
に
経
験
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
公
民
館
の
文
化

講
座
で
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
山
内

先
生
は
以
前
か
ら
知
っ
て

い
ま
す
が
、
太
鼓
み
た
い

に
厳
し
い
と
き
と
や
さ
し

い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
太

鼓
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗

し
ま
す
が
ス
カ
ッ
と
し
ま

す
ね
」
と
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
「
祥
雲
」
で
は
、
団
員

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
初
心
者

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
な
た
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
富
田
公
民
館
ま
で
ど
う
ぞ
。

コ
ン
サ
ー
ト
の

　
　

裏
方
さ
ん
で
す

　
　

「
ハ
ロ
ー
音
楽
舎
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
奥
越
管
内
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
見
に
行
か
れ
た
人
な

ら
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ク
や
ア
ン
プ
、
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
の
音
響
設
備
、
照
明
器
具

を
舞
台
に
セ
ッ
ト
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
中
は
ミ
キ
サ
ー
な
ど
で
音
を

調
整
す
る
仕
事
を
し
て
い
‘
ま
す
。

実
は
、
私
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一

員
な
の
で
す
。

　

四
年
前
に
、
六
呂
師
で
開
か
れ

た
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
9

に
行
っ
て
、
知
人
か
ら
誘
わ
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
軽
い
気
持

ち
で
入
っ
た
の
で
す
が
、
仕
事
は

重
労
働
で
し
た
。
数
十
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
マ
イ
ク
コ
ー
ド
や
ス
ピ
ー

カ
ー
の
運
搬
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
の

後
か
た
づ
け
、
お
ま
け
に
音
響
設

備
の
知
識
は
な
か
っ
た
の
で
大
変

で
し
た
。
と
き
ど
き
失
敗
を
や
ら

か
し
て
み
ん
な
か
ら
笑
わ
れ
ま
す

が
、
今
は
だ
い
ぶ
慣
れ
て
、
配
線

を
任
さ
れ
た
り
し
て
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど

毎
週
土
・
日
は
、
ハ
ロ
ー
音
楽
舎

の
仕
事
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

舞
台
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
う
ま
く

で
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
盛
り
上
が
っ

た
と
き
は
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
気
持
ち
で
す
。

　

現
在
、
ト
五
人
の
メ

ン
バ
ー
が
い
ま
す
が
、

仕
事
の
都
合
な
ど
で
全

員
そ
ろ
う
こ
と
は
な
く
、

深
刻
な
人
出
不
足
が
悩

み
の
種
で
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
の
裏
方
さ
ん
の
仕
事

に
興
味
の
あ
る
方
は
、

い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

馬道鈴江さん（27歳・榎）



市
街
地
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
実
現
を

　

六
間
通
り
か
ら
大

野
公
民
館
、
裁
判
所

亀
山
南
側
を
経
て
、

国
道
一
五
八
号
線
に
抜
け
る
道
は
、

交
差
点
が
多
く
曲
が
り
く
ね
っ
て

い
て
た
い
へ
ん
不
便
で
す
。

　

大
野
高
校
が
間
も
な
く
新
庄
に

移
転
し
ま
す
。
そ
の
跡
地
に
有
終

西
小
学
校
を
移
転
し
、
六
間
通
り

と
国
道
に
直
結
す
る
道
路
を
設
け

て
、
亀
山
周
辺
の
整
備
を
図
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

県
道
大
野
…
武
生
線
が
、
今
年

の
六
月
に
国
道
に
昇
格
さ
れ
た
こ

の
機
会
に
、
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
を
早
急
に
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

（
出
村
清
・
7
4
歳
・
中
据
）

　

ご
承
知
の
と
お
り
、

平
成
五
年
四
月
か
ら

現
在
の
主
要
地
方
道

武
生
・
大
野
線
、
今
庄
…
池
田
線
、

敦
賀
・
今
庄
線
は
、
国
道
四
七
六

号
線
に
昇
格
し
ま
す
。

　

車
社
会
の
今
日
、
当
市
で
も
市

街
地
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
生
じ

て
お
り
、
福
井
方
面
か
ら
市
街
地

へ
通
ず
る
分
か
り
や
す
い
ア
ク
セ

ス
道
路
が
な
い
こ
と
は
、
市
街
地

活
性
化
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

従
来
は
市
に
お
い
て
、
六
間
通

り
か
ら
国
道
一
五
八
号
線
ま
で
の

道
路
整
備
を
進
め
る
準
備
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
国
道
昇
格
の
関
係

上
、
現
在
は
県
に
お
い
て
都
市
計

画
決
定
の
手
順
お
よ
び
ル
ー
ト
の

決
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

　

実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市

議
会
や
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
も

十
分
協
議
を
重
ね
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が

ら
事
業
着
手
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
都
市
計
画

課
長
大
倉
清
左
衛
門
）

▲
ず
・
I
・
F
必
y
ぞ
乱
y
J
芒
I
J
「
で
特
万
作
・
一
ど
じ
・
1
原

宇
野
賢
治
之
（
裴
・
有
；
）

　

大
野
高
校
の
親
校
舎
が
、
新
庄

の
移
転
先
で
ま
も
な
く
完
成
し
ま

す
。
平
成
五
年
は
、
明
治
三
十
八

年
に
大
野
中
学
校
創
立
以
来
八
十

八
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

宇
野
さ
ん
は
現
在
、
大
野
高
校

の
同
窓
会
会
長
で
す
が
、
昨
年
発

足
し
た
「
大
野
高
校
創
立
八
十
八

周
年
・
移
転
新
築
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
の
会
長
も
務
め
て
お
ら

れ
ま
す
。
実
行
委
員
会
で
は
、
同

窓
生
や
P
T
A
な
ど
を
中
心
に
、

三
千
五
百
万
円
の
募
金
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
募
金
は
、
造
園

や
植
樹
、
壁
画
、
ス
テ
ー
ジ
幕
、

ピ
ア
ノ
な
ど
を
購
入
し
、
大
野
高

校
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

公
私
と
も
に
多
忙
の
宇
野
さ
ん

は
「
二
十
一
世
紀
を
担
う
若
者
が

少
し
で
も
多
く
巣
立
つ
環
境
づ
く

り
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
移
転
に
つ
い
て
は
賛
否
両

論
が
あ
り
ま
す
が
、
広
々
と
し
た

敷
地
に
、
県
内
で
最
高
の
施
設
を

建
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

野
高
校
の
伝
統
を
大
切
に
し
、
施

設
に
負
け
な
い
よ
う
、
心
身
と
も

に
立
派
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

実
行
委
員
会
の
募
金
（
一
口
五

千
円
）
活
動
は
、
来
年
三
月
ま
で

続
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事

務
局
の
大
野
高
校
（
酋
6
6
・
3
4

1
1
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
l
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

・
大
野
市
民
吹
奏
楽
団

　
　
　
　

定
期
演
奏
会

日
時
1
1
月
1
4
日
①
開
場
午
後

　

6
時
3
0
分
開
演
午
後
7
時

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
前
売
り
5
0
0
円
、

　

当
日
6
0
0
円

曲
目
吹
奏
楽
の
た
め
の
木
挽

　

歌
・
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ヴ
ス
・

　

カ
ル
メ
ン
ほ
か

※
前
売
り
券
は
、
水
上
楽
器
店
・

　

芦
原
楽
器
店
…
リ
ブ
レ

…
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　

シ
ョ
ッ
プ

　

あ
な
た
の
不
用
に
な
っ
た
品

物
を
、
欲
し
い
人
に
安
価
で
譲

る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
開

か
れ
ま
す
。
値
段
の
目
安
は
、

新
品
が
半
額
以
下
、
使
用
済
み

は
三
分
の
一
以
下
、
最
高
限
度

額
は
五
千
円
で
す
。
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

日
時
1
1
月
1
8
日
④
午
前
1
2
時

　

～
午
後
2
時

会
場
市
産
業
文
化
展
示
館

　
　

（
天
神
町
2
1
4
）

商
品
受
付
1
1
月
1
7
日
⑧
午
前

　

1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で
に
会

　

場
へ

問
合
せ
先
市
消
費
者
ク
ル
ー

　

プ
連
絡
協
議
会
（
鈴
木
豊
6
5
・

　

2
5
4
2
）
ま
た
は
市
生
活

　

環
境
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
3
）
ま
で



テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
T
‘
ア
新
合
繊
で
華
や
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　

9
月
2
6
日
、
2
7
日
の
2
日
間
、
有
終
会
館
で
大
野
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
新
合
繊
の
紹
介
や
ざ
ん
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
繊
維

製
品
を
展
示
。
2
日
目
は
、
8
人
の
モ
デ
ル
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
新
合
繊
を
使
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
が
次
々

と
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
に
は
た
め
息
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

尚徳校区の小中学生が

ふるさとクリーン作戦

　

富
田
、
阪
谷
地
区
の
小
中
学
生
が

一
斉
に
空
き
缶
拾
い
を
し
ま
し
た
。

9
月
2
4
日
、
集
団
下
校
し
た
後
、
地

区
の
集
会
所
で
先
生
か
ら
注
意
を
聞

き
、
さ
っ
そ
く
班
編
成
。
中
学
生
か

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
小
学
生
に
行
き

交
う
車
の
注
意
を
し
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
約
2
時
間
の
作
業

で
回
収
さ
れ
た
空
き
缶
の
数
は
、
3

9
1
1
個
も
あ
り
ま
し
た
。

大野有終会館で

　

県華道選抜秀作展

　

1
0
月
3
日
、
大
野
有
終
会
館
で
県

華
道
協
会
が
主
催
す
る
選
抜
秀
作
展

が
開
か
れ
、
大
勢
の
市
民
が
鑑
賞
に

訪
れ
ま
し
た
i
－
H
流
派
に
所
属
す
る

3
3
0
人
の
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る

秀
作
展
が
、
大
野
市
で
開
か
れ
る
の

は
初
め
て
。
有
終
会
館
一
階
ロ
ビ
ー

に
は
、
各
流
派
の
代
表
が
生
け
た
作

品
1
i
－
H
点
が
な
ら
び
、
訪
れ
た
市
民
ら

も
迫
力
あ
る
大
作
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

美しい田園風景をめざし
牛ヶ原の畦畔に草花

　

たんぽの畦に、美しい草花を植えて

雑草を防除し、美しい田園風景を演出

しようと10月1日、牛ヶ原の試験田で

植え付け作業が行われました。タマリュ

ウ、シバザクラ、ギンパイソウなど5

種類の草花が、大門区民の手で等間隔

で植えられました。栽培が成功すれば、

来年の春ごろ越美北線の車窓からも鑑

賞できるかもしれません。

　

健康づくり市民のつどい

チャックさんか健康トーク

　

第12回健康づくり市民のつどいが10

月1日、2日の両日にわたって開かれ

ました。1日は、テレビなどで人気の

チャック・ウィルソンさんが「チャッ

クの健康トーク」と題して講演。最初

に、いきなり会場につめかけた市民を

立たせて、軽い運動。リラックスさせ

て、得意のジョークをおりまぜながら、

健康維持を訴えていました。

SS（硲瞳湯



包遇（恥包湯

す
す
き
祭
り
六
呂
師
高
原
の
秋
を
満
喫

　

六
呂
師
高
原
の
「
す
す
き
祭
り
」
が
1
0
月
4
日
に
開
か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
す
す
き
茶
屋
で
は
、
山
菜
お
こ
わ
や
ご
ん
だ
汁
、
い
も

田
楽
、
笹
寿
司
、
牛
乳
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
炭
焼

き
小
屋
で
は
炭
出
し
体
験
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
ら
が
取
り
だ
し
た
炭
を
切
断

し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
に
と
う
れ
し
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

上野地区に

ふれあい会館完成

　

上
野
地
区
（
6
5
戸
）
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
「
上
野
ふ
れ
あ
い
会

館
」
が
完
成
し
、
1
0
月
2
4
日
に
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
造
平
屋
建

て
I
丿
・
4
平
方
訟
で
、
会
議
室
（
4
0

畳
）
・
小
会
議
室
・
談
話
室
・
図
書

室
・
調
理
実
習
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

総
事
業
費
は
約
2
7
9
0
万
円
。

区
民
の
親
睦
と
ふ
れ
あ
い
を
図
る
な

ど
、
村
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

夜空に浮かぶ大野城

照度を2倍にアップ

　

お
気
付
き
で
す
か
。
大
野
市
の
シ

ン
ボ
ル
越
前
大
野
城
の
照
明
が
、
改

修
さ
れ
て
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
漏

電
が
ひ
ど
く
、
照
度
も
低
い
こ
と
か

ら
、
一
千
万
円
あ
ま
り
の
経
費
を
か

け
て
、
I
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
ラ
ン
プ
2

基
を
4
ヵ
所
に
設
置
。
支
柱
も
周
囲

の
景
観
に
合
う
よ
う
に
配
慮
し
、
1
0

月
5
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
約
2
倍

の
照
度
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中国折江省から

少年少女民族音楽団が来市

　

日中国交回復20周年を記念して、中

国の折江省少年少女民族音楽団が招待

され、県内10ヵ所で公演が行われまし

た。当市での公演は、最終日の10月4

日。満席の市民に、山内市長が大野市

と折江省とのゆかりを説明。古くから

伝わる古筝や柳琴などの演奏や合唱、

踊りなどが舞台いっぱいに繰り広げら

れました。

秋の風情を横目に

市民が健康ウォーク

　

10月10日、恒例となった市民健康ウォー

クが開かれ、250人の市民が参加しま

した。あいにくの小雨模様でしたが、

すすきの穂が揺れ秋の風情がいっぱい

の8キロの道のりを元気に行進。途中

で1回休憩した後、エキサイト広場で

昼食。おにぎりや減塩の健康みそ汁の

サービスがだされ、おいしそうに食べ

ていました。



お
知
ら
せ

11月

・
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

　
　

「
里
親
制
度
」
と
は
、
家
庭
的

に
恵
ま
れ
な
い
子
供
を
有
志
の
方

に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
温
か
い

家
庭
の
中
で
育
て
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
県
で
は
里
親
に
な
っ
て

く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
県
中
央
児
童

相
談
所
（
a
0
7
7
6
・
2
4
・
5

1
3
8
）
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

家
庭
児
童
相
談
貝
（
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
4
7
7
）
ま
で
。

・

1
1
月
9
日
は

　
　
　

「
1
1
9
番
の
日
」
で
す

　

火
災
や
救
急
な
ど
で
、
「
1
1
9
番
」

通
報
す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
火
災
、
救
急
の
区
別
ま
ず
最

　

初
は
「
火
事
で
す
」
「
救
急
で
す
」

　

と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

？
場
所
を
正
し
く
場
所
は
目
印

　

に
な
る
も
の
を
言
う
と
分
か
り

　

や
す
い
で
す
。
正
し
く
詳
し
く

　

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
状
況
を
正
確
に
火
災
や
事
故

　

の
状
況
は
、
正
確
に
分
か
り
や

　

す
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
（
何

　

が
燃
え
て
い
る
の
か
。
交
通
恚

　

故
な
の
か
、
急
病
な
の
か
）

？
通
報
者
名
も
最
後
に
通
報
L

　

た
人
の
氏
名
や
電
話
番
号
も
お

　

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
事
故
被
害
者
に

　
　
　

対
す
る
援
護
制
度

　

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者

の
保
護
増
進
を
図
る
た
め
の
援
護

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

【
介
護
料
】

支
給
要
件
自
動
車
事
故
に
よ
り

　

脳
損
傷
ま
た
は
脊
髄
損
傷
を
生

　

じ
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

　

人
（
医
師
の
診
断
…
証
明
が
必

　

要
）

支
給
額
入
院
＝
日
額
4
0
0
0

　

円
自
宅
療
養
＝
日
額
2
0
0

　

0
円

　

【
育
成
資
金
貸
付
】

対
象
者
自
動
車
事
故
に
よ
り
死

　

亡
し
た
り
、
重
度
後
遺
症
害
者

　

と
な
っ
た
人
の
中
学
生
以
下
の

　

子
供

貸
付
金
額
一
時
金
と
し
て
1
4
万

　

3
千
円
、
貸
付
期
間
中
は
毎
月

　

1
万
8
千
円
、
小
中
学
校
入
学

　

時
に
支
度
金
4
万
円

利
子
無
利
子

返
還
方
法
2
0
年
均
等
払
い
（
高

　

校
、
大
学
な
ど
の
進
学
者
は
卒

　

業
ま
で
返
還
を
猶
予
）

申
込
…
問
合
せ
先
自
動
車
事
故

　

対
策
セ
ン
タ
ー
（
政
府
出
資
法

　

人
・
運
輸
省
所
管
）
福
井
支
所

　
　

（
〒
9
1
0
福
井
市
大
手
3
丁
目
‥
1
1
1
1
一

　

1
1
7
豊
0
7
7
6
…
9
9
一
・
6
0

　

0
6
）

・
駅
前
駐
車
場
完
成

　

長
期
違
法
駐
車
は
厳
禁

　

駅
前
広
場
が
整
備
さ
れ
、
自
転

車
駐
車
場
横
に
は
、
自
動
車
専
用

の
無
料
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駐
車
場
は
、
観
光
客
や
通

勤
者
の
た
め
の
駐
車
場
で
す
。
車

庫
代
わ
り
に
駐
車
し
た
り
、
長
期

間
放
置
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

事
故
多
発
－
・
要
注
意
―
・

夕
暮
れ
や

　
　

夜
間
の
外
出

　

「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」

と
い
う
よ
う
に
、
秋
は
日
が
暮

れ
る
の
が
早
く
、
買
い
物
な
ど

の
間
に
外
は
暗
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
多
発
す
る
夕
方
・
夜

間
の
事
故
防
止
を
考
え
て
み
ま

　

ま
ず
、
夕
方
・
夜
間
の
外
出

は
、
年
齢
に
関
係
な
く
危
険
が

伴
い
ま
す
。
歩
行
者
は
、
周
囲

が
暗
い
た
め
車
の
速
度
感
が
つ

か
み
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
｛

運
転
者
は
、
視
界
が
ラ
イ
ト
’

照
射
範
囲
の
み
に
な
っ
て
し
士

う
か
ら
で
す
。

　

も
し
、
夜
間
に
外
出
す
る
｀

合
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
／

ど
さ
り
。

①
黒
っ
ぽ
い
服
装
は
さ
け
、
な

　

る
べ
く
明
る
い
色
の
服
を
着

　

用
す
る
こ
と
。

①
必
ず
懐
中
電
灯
を
持
ち
、
く

　

つ
や
持
ち
物
に
反
射
材
な
ど

　

を
つ
け
る
よ
う
に
す
る
。

①
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

　

照
明
の
あ
る
明
る
い
場
所
を

　

選
ぶ
こ
と
。
特
に
、
お
年
寄

　

り
は
視
力
や
聴
力
が
衰
え
て

　

い
る
た
め
危
険
で
す
。
夜
間

　

の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　
　

雇
用
労
務
セ
ミ
ナ
ー

　

劈
惰
M
I
て
は
初
年
1
1
月
1
日

か
ら
1
0
日
ま
で
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
旬
間
と
定
め
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
問
題
の
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
旬
間
の
一
環
と
し
て
、
福

井
婦
人
少
年
室
、
福
井
労
働
基
準

局
、
県
で
は
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇

用
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
1
1
月
2
0
日
面
午
後
1
時
3
0

　

分

会
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ

対
象
人
事
労
務
担
当
者
な
ど

内
容
講
演
お
よ
び
事
例
発
表

申
込
・
問
合
せ
先
福
井
少
年
婦

　

人
室
（
a
0
7
7
6
・
9
9
・
3

　

9
4
7
）
ま
で

…
市
勢
要
覧
差
し
上
げ
ま
す

　

大
野
市
を
市
外
の
人
な
ど
に
紹

介
す
る
た
め
の
「
市
勢
要
覧
」
を

差
し
上
げ
ま
す
。
A
4
判
5
6
ペ
ー

ジ
（
写
真
3
2
ペ
ー
ジ
、
統
計
2
4
ペ
ー

ジ
）
で
大
野
市
全
図
付
き
で
す
。

希
望
者
は
、
直
接
市
役
所
秘
書
広

報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
。



●INFORMATION

●
年
金
は

　

あ
な
た
が
主
人
公
で
す

　

H
月
6
日
か
ら
1
2
日
ま
で
は
全

国
統
一
の
「
年
金
週
間
」
で
す
。

　

2
1
世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
に
向
け
、
あ
な
た
に
安
心
感
を

与
え
る
年
金
制
度
。
年
金
週
間
は
、

あ
な
た
と
家
族
の
年
金
に
つ
い
て
、

再
確
認
を
行
う
た
め
の
大
切
な

　

「
時
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
を
利

用
し
て
今
一
度
、
ご
自
身
の
年
金

の
「
加
入
内
容
」
と
「
保
険
料
」

の
点
検
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
、
年
金
を
身

近
な
も
の
と
考
え
、
年
金
制
度
の

意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
よ
い
機
会
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
…

年
金
は
あ
な
た
一
人
一
人
が
主
人

公
で
す
。

●
年
金
の
無
料
相
談

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

者
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
が
、

次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
福
井
社
会
保
険
事
務

所
の
年
金
専
門
貝
が
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
ご
質
問
、
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時
1
1
月
7
日
①
・
8
日
⑧

　

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

会
場
大
野
有
終
会
館
（
産
業
フ
ェ

　

ア
ー
会
場
内
）

●
求
む
I
・
明
治
か
ら
昭
和

　

3
0
年
代
ま
で
の
資
料

　

市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

で
は
、
平
成
七
年
度
に
明
治
以
降

の
資
料
集
を
発
刊
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
時
代
の
大
野
に
関
す

る
資
料
（
政
治
・
経
済
産
業
・
教

育
・
文
化
な
ど
）
を
保
存
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
市
教
育
委
員
会
市
史
編

　

さ
ん
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
4
4
）

●
県
の
最
低
賃
金

　

日
額
4
、
3
6
5
円
に

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
は
、
平
成
4
年
1
0
月
1
日
か
ら

日
額
4
、
3
6
5
円
（
時
間
給
額

5
4
7
円
）
に
な
っ
て
い
ま
す

　

県
内
の
使
用
者
は
、
雇
用
す
る

す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
て
、
最

低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外

労
働
賃
金
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
県
の
最
低
賃
金
と

は
別
に
決
め
ら
れ
て
い
る
特
定
の

産
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
労
働
基
準
監

督
署
（
豊
6
6
・
3
8
3
8
）
ま
た

は
福
井
労
働
基
準
局
（
酋
0
7
7

6
・
2
2
・
2
6
5
5
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
「
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ
」

　

・
‐
n
沖
縄

　

沖
縄
に
在
住
す
る
ア
メ
リ
カ
人

生
徒
宅
に
滞
在
し
、
お
互
い
の
理

解
と
交
友
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程
1
2
月
2
6
日
①
～
1
月
1
日

　

②
（
6
泊
7
旦

対
象
小
学
4
年
～
中
学
3
年

定
員
7
0
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

　

締
切
1
1
月
2
4
日
⑧

　

問
合
せ
・
申
込
先
財
団
法
人
・

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1
6
0

　

新
宿
区
四
谷
2
1
1
1
1
大
村
ビ
ル

　

C
O
階
容
0
3
・
3
3
5
9
・
8
4

　

2
1
）

●
耳
鼻
科
更
生
相
談

日
時
1
1
月
1
2
日
④
午
後
1
時

　

～
3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
医
師
に
よ
る
診
察
と
相
談

　

と
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

費
用
無
料

問
合
せ
先
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7

　

4
）

※
当
日
は
、
保
険
証
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

●
1
1
月
1
1
日
か
ら
は

　
　
　

「
税
を
知
る
週
間
」

　

税
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。

　

国
税
庁
で
は
、
1
1
月
い
1
1
E
日
か
ら

1
7
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
H
月
6
日
面
午
後
3
時

　

3
0
分
よ
り

会
場
大
野
リ
ブ
レ

◆
税
に
関
す
る
作
品
展
示

期
間
H
月
1
4
日
①
～
1
6
日
⑥

会
場
大
野
リ
ブ
レ

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

　
　

税
務
課
へ
ご
連
絡
を

　

土
地
・
建
物
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
所
有
者
の
申
告
や
市
の

評
価
委
員
な
ど
に
よ
る
現
地
調
査

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
新
・
増
築

を
さ
れ
ま
し
た
ら
、
必
ず
市
の
税

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
市
税
務
課
資
産
税
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
5
）

パスポートの発行

11月から申請方法と手数料が改定

　

年々増加する海外渡航者の出入

国手続きを速やかに処理するため

11月1日から旅券が新しくなりま

す。新旅券は、国、際的に統一され

た規格に基づき、各国の空港で記

載事項を機械で読みとる方式を採

用します。これに伴い、旅券申請

書もOCR（光学文字認識）方式

が採用されるため、従来の申請書

は使用できません。

　

旅券用写真は、これまでの5『

四方のサイズから縦4．5r、横3．5

Fに変更されます。また、従来は

併記する子供がある場合、いっしょ

に撮影しましたが、これからは申

請者本人だけの写真が必要となり

ます。

　

パスポートの色は赤から濃紺に

なり、大きさも縦125％、横88％

と（現行は155％×97％）小さく

なります。

　

発給手数料も同時に改正され、

一般旅券はこれまでの8，000円か

ら1万円に引き上げられます。そ

の他の手数料もこれに準じて改正

されます。
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円
徳
寺
ア
ト
リ
エ

　

春
日
通
り
の
円
徳
寺
住
職
の
松
原
祐
一
師

は
、
金
沢
美
大
で
油
絵
を
学
ば
れ
若
狭
高
校
、

東
京
都
内
の
中
学
校
、
私
立
大
谷
高
校
で
美

術
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
前
住

職
が
永
眠
さ
れ
た
こ
と
や
体
調
を
く
ず
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
帰
郷
。
ア
ト
リ
エ
（
工
房
）

兼
身
障
者
用
の
居
室
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
師
は
、
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
（
事
務

所
＝
京
都
市
）
に
所
属
さ
れ
、
三
年
前
に
は

有
終
会
館
で
個
展
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
の

八
月
に
は
、
実
弟
の
松
原
厚
夫
氏
と
県
立
美

術
館
で
二
人
展
も
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
で
何
回
か
個

展
を
開
い
て
い
ま
す
。
パ
ン
リ
ア
ル
美
協
は
、

福
井
大
学
の
嶋
田
正
学
長
の
実
兄
、
三
上
誠

氏
（
一
九
七
二
年
没
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て

一
九
四
八
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
第
五
十
回

展
を
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
、
油
絵
専
攻
は
二
十
名
で
し
た

が
、
三
回
生
の
と
き
に
外
国
の
刺
激
を
受
け

卒
業
記
念
展
で
型
破
り
の
抽
象
圃
を
描
い
て

叱
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
同
師
は
、
三
上
氏
や

ピ
カ
ソ
ら
の
感
化
を
確
か
に
受
け
て
い
ま
す

が
、
人
間
の
生
き
ざ
ま
を
真
正
面
か
ら
描
く

こ
と
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
イ

ン
ド
へ
の
旅
で
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

一
時
病
気
で
人
院
し
て
、
絵
が
描
け
な
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
第
五
十
回
展
に

出
品
し
た
も
の
は
、
パ
ネ
ル
…
紙
・
ア
ク
リ

ル
を
使
い
、
版
画
の
技
法
を
用
い
た
百
八
十

牡
×
七
百
二
十
F
の
大
作
で
す
。
同
師
の
仕

事
部
屋
に
は
、
大
小
の
作
品
の
ほ
か
、
書
物

や
ア
ル
バ
ム
な
ど
も
書
棚
に
置
か
れ
、
働
き

や
す
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき
10月1日現在 前月比

世帯数 11，280世帯 ＋10世帯

41，926人 ＋13人

人口 男 20，031人 ＋1人

女 21．895人 ＋12人

9月中の異動
転人 42人 出生 37人

転出 44人 死亡 22人

市内の交通事故状況（uヵヽちゅ）

件数内訳
平成4年　

9月末

平成3年　

9月末
増減

総件数 354件 322件 ＋32件

人
身

事
故

件数 111件 91件 ＋20件

死者 8人 0人 ＋8人

傷者 155人 123人 ＋32人

物損事故 243件 231件 ＋12件

表
紙
の
こ
と
ば

　

来
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
が
1
0
月
7
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
有
終
西
小
学

校
に
入
学
す
る
8
0
人
の
児
童
ら

は
、
体
重
測
定
後
の
内
科
・
歯

科
検
診
で
は
や
や
緊
張
ぎ
み
。

前
に
座
っ
て
検
診
を
受
け
て
い

る
友
だ
ち
を
の
ぞ
き
込
ん
で
。

心
配
そ
う
な
面
も
ち
で
し
た
。

お
疲
れ
さ
ん
。

編
集
後
記

　

1
0
月
に
人
つ
て
ひ
と
き
わ
寒

く
な
り
ま
し
た
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
が
消
滅
し
て
、
今
冬
は
平

常
の
気
候
に
戻
る
そ
う
で
す
。

暖
冬
に
慣
れ
て
し
ま
つ
た
今
、

厳
し
い
寒
さ
は
身
に
し
み
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
広
報
お

お
の
」
は
1
2
月
号
か
ら
あ
っ
た

か
I
い
色
で
登
場
す
る
予
定
を

し
て
い
ま
す
。

　

只
八
ユ
訊
書
週
間
の
最
中

で
あ
る
。
学
生
時
代
上

く
先
生
か
ら
「
灯
火
親

し
む
秋
、
秋
こ
そ
読
書

に
最
適
の
時
期
、
う
ん

と
本
を
読
ん
で
み
ろ
、

す
ぐ
れ
た
知
識
と
行
動
力
が
つ
く
ぞ
」
と
う
ま

く
の
せ
ら
れ
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
小
遣
い
を

叩
い
て
、
本
を
あ
さ
り
歩
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
最
近
の
書
店
内
は
、
豊
か
な
日
本
を
象

徴
す
る
よ
う
に
新
刊
書
で
溢
れ
、
目
移
り
し
て

じ
っ
く
り
本
選
び
も
出
来
な
い
程
で
あ
る
？
市

立
図
書
館
の
充
実
ぶ
り
は
実
に
素
晴
し
い
。
年
々

新
刊
図
書
の
購
入
が
ふ
え
、
訪
れ
る
た
び
に
開

架
制
の
書
棚
は
、
開
館
当
初
の
よ
う
な
閑
散
と

し
て
、
く
す
ん
だ
ト
ー
ン
で
は
な
く
、
明
る
く

き
ら
び
や
か
で
あ
る
。
個
人
で
は
手
の
届
き
そ

う
も
な
い
ず
し
り
と
し
て
、
内
容
的
に
重
み
の

あ
る
古
典
の
原
本
、
写
真
集
、
住
宅
設
計
図
鑑
、

全
集
物
な
ど
が
市
民
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て

か
な
り
揃
え
ら
れ
、
手
に
と
っ
て
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
は
誠
に
心
楽
し
い
こ

と
で
あ
る
？
一
方
、
学
校
の
図
書
室
の
方
は
文

学
書
（
読
み
物
）
が
圧
倒
的
に
多
い
。
最
近
の

活
字
離
れ
か
ら
少
し
で
も
読
み
物
に
親
し
ま
せ

た
い
と
い
う
配
慮
か
ら
だ
ろ
う
が
、
や
は
り

　

「
静
か
な
読
書
」
と
い
う
こ
と
を
予
想
し
て
の

本
の
選
び
方
で
あ
る
▼
生
涯
学
習
と
い
う
時
代
、

思
い
き
っ
て
何
か
直
接
行
動
に
結
び
つ
き
そ
う

な
本
と
か
、
課
題
図
書
な
ど
を
出
来
る
だ
け
多

く
揃
え
て
み
て
は
と
思
う
。
き
っ
と
読
書
を
通

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
し
て
い
く
人
た

ち
が
ふ
え
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

読
書
週
間
で
の
一
人
ご
と
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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